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本年のフェルトシュテルケ・インターナショナルは「東アジア文化都

市2017京都」公式プログラムの一つとして、中国・長沙市、韓国・

大邱広域市、日本・京都市の三都市で実施します。日本・中国・韓国の関

係性は、距離の近さに反比例し、心理的に乖離しつつあり、交流と対話

の機会が切実に求められています。このプロジェクトでは、芸術活動を

おこなう若い世代の交流を通してアジア文化をより理解するためのきっ

かけを提供します。

今回のテーマは「歴史とオルタナティブ」。参加者は各都市でのリサー

チやゲストアーティストによるワークショップを通して、新しい土地での

創造的な実践と芸術表現における他者との協同の可能性を探ります。

長沙市では湖南大学、大邱広域市ではテグ・アートファクトリーを

拠点にフィールドワークを行います。プロジェクトの最終到達点は、

京都芸術センターにおけるパブリックプレゼンテーションです。好奇

心をもって異文化に身を置き、自身の芸術活動を更新することに意

欲的な方を募集します。募集要項は4月上旬に公開予定。続報をお

待ちください！
主催：東アジア文化都市2017京都実行委員会、京都市、文化庁
企画制作：京都芸術センター
※詳細はウェブサイトをご覧ください

フェルトシュテルケ・インターナショナルは、芸術活動に携わる学生または卒業後まも
ない若手アーティストや企画者を対象とした文化交流と国際相互理解を目指したプロ
ジェクトです。2014年には、PACT Zollverein（ドイツ・エッセン市）、montévidéo（フラ
ンス・マルセイユ市）の両アートセンターと提携して開催。各国から選抜された大学や
専攻も異なる学生が、各都市に約1週間ずつ滞在し、地域特有の問題等をテーマにし
ながら共同制作を行い、対話を通して異なる芸術活動の融合と将来的なネットワーク
の構築を図りました。

フェルトシュテルケ・インターナショナル －東アジア文化都市2017－

中国・長沙市編

韓国・大邱広域市編
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長沙と大邱を訪れた際は、ずっとパラレルワールドにいるような心地がしていました。単なる異文化
交流にとどまらず、参加者が自分自身と向き合えるプロジェクトにしたいです。楽しみです。

平野春菜（アートコーディネーター）
Feldstärke［フェルトシュテルケ］：電界強度を指すドイツ語。異なるものが出会うことで生まれるエネルギー
や、そこから生まれる関係性の強さをイメージして付けられたプロジェクト名。PACT Zollvereinによって開始
され、世界各地のアートセンターで実施されている。

ゲストアーティスト：長坂有希 （ながさか あき）
大阪府出身。テキサス州立大学芸術学部卒業後、国立造形美術大学シュテーデルシューレ・フランクフルト修了。2012年
文化庁新進芸術家海外研修制度によりロンドンに滞在。リサーチをベースとし、遭遇した事象の文化、歴史的意義や背景
の理解と、作者の空想や記憶が混じりあう現実と架空の狭間を行き来する物語世界を作品によって表現する。主な展覧会
に『ワームホール・トラベル －ゆらぐ時空の旅－』（京都芸術センター、2016）、『マテリアルとメカニズム』（国際芸術センター青森、

2014年）、『Attention Economy』（クンストハーレ・ウィーン、2014）など。共同プロジェクト「アートとサイエンスのあいだ」や様々
なブックプロジェクトへの参加や企画も行う。

会場：湖南大学（University of Hunan）
長沙市岳麓山に位置する、市内最大の総合大学。前身は宋時代の岳麓書院にまで遡り、1000年以上の歴史と文化を持つ。
広大で自然豊かなキャンパスでは、約3万人の学生が連日研究に勤しんでいる。各国の高等教育機関・研究所と活発な国
際交流をしている。

ゲストアーティスト：東方悠平（ひがしかた ゆうへい）
札幌市出身。筑波大学大学院芸術研究科総合造形コース修了。日用品や鉄、水、マスコットキャラクターなど多様な素材
を扱ったユーモアのあるインスタレーションや、ワークショップなどを手がける。「KIITOアーティスト・イン・レジデンス2016」
(KIITO｜デザイン・クリエイティブセンター神戸、2016)で大規模な参加型プロジェクト「てんぐバックスカフェ in 神戸」を行う。主
な展覧会に『大邱現代芸術祭in Gangjeong』(The ARC、2016)、『すすきの夜のトリエンナーレ 2014―コインの裏』（札幌市、

2014）、個展『死なないM浦Y一郎』(Art Center Ongoing、2013)、『第13回岡本太郎現代芸術賞(TARO賞)』展（川崎市岡本太郎美術

館、2010）など。特定非営利活動法人S-AIRでアーティスト・イン・レジデンスのプログラムディレクターを務める。

会場：テグ・アートファクトリー（Daegu Art Factory）
市民の創造とコミュニケーションの場として、大邱広域市の文化芸術の拠点を担うアートセンター。産業遺産である煙草工場の跡
地に設立され、その独特な空間を活かした展覧会やパフォーマンス、ワークショップなど多岐にわたる文化事業を行っている。

湖南大学

テグ・アートファクトリー
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込くだ
さい。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

キュレータードラフト2017
『スポンテイニアス・ビューティー
－作

アーティスト

家のいない展覧会－』
（キュレーション：笹原晃平）
会期：	2月18日（土）－3月26日（日）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

『L
リーン

EAN I
イシューズ

SSUES』
日本とデンマークの国交樹立150周年を記念
し開催するデンマークを拠点に活躍するアー
ティスト9名による展覧会。
会期：	4月15日（土）－5月14日（日）

	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場：ギャラリー北・南、和室「明倫」ほか
出品作家：ペルニレ・カッペル・ウィリアムズ、

マッズ・リンドベリ、バンク アンド ロウ、
トルベン・リベ、トゥミ・マグヌッソン、
ヤコブ・キルケゴー、モリー・ハスルン
ド、トルビヨン・ベックマン、ヘンリック・
メンネ、トーベ・ストルク

［関連企画］
オープニングパフォーマンス＆パーティー
日時：	4月15日（土）19:00－21:30
会場：	ギャラリー、講堂
パフォーマンス：モリー・ハスルンド ほか
※入場無料・申込不要

キュレーター＆アーティスト・トーク
日時：	4月16日（日）14:00－15:30
会場：	ミーティングルーム2
出演：	モリー・ハスルンド（出品作家）、トーマ

ス・アンダーソン（本展キュレーター）、ト
ルビヨン・ベックマン（出品作家・本展キュ

レーター）、トゥミ・マグヌッソン（出品作

家）、ニシジマ・アツシ（アーティスト）

※入場無料・申込不要

※Topic03（P4）もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
先覚に聴く
ひとつの道を究めるために研鑽を積んでこら
れた方をゲストに招いたトーク。
日時：	3月25日（土）15:00－17:00
会場：	フリースペース
ゲスト：本阿彌光洲（刀剣研磨師）、南登美子

（有職美容師）

進行：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：	1,000円
定員：	50名（先着順／要事前申込）

KAC Performing Arts Program 2016 
/ Traditional Performance 
継ぐこと・伝えること／Meeting：デジタ
ルアーカイブ時代の伝統
無形文化財のデジタルアーカイブに取り組む
八村広三郎を招き、モーションキャプチャ等の
技術が「型」や「わざ」の継承にどのような変化
をもたらすのか、対談形式で迫ります。
日時：	3月30日（木）19:00－20:30
会場：	フリースペース
出演：	八村広三郎（立命館大学情報理工学部特

任教授）、茂山あきら（狂言師）

司会：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：	前売1,000円／当日1,500円
	 高校生以下500円

明倫茶会

様々な分野で活躍している方々が席主となっ
て、開催するお茶会です。席主によって趣向
が異なるので、毎回新たな楽しみを見出せる
のが魅力です。

「共通感覚論」
吉岡洋の企画による画家・末冨綾子を迎えて
の茶会を開催します。
日時：	4月30日（日）

	 11:00／14:00／15:00／16:00
会場：	ミーティングルーム2
席主：	吉岡洋（京都大学こころの未来研究センター

特定教授）、末冨綾子（画家）

内容：	煎茶
定員：	各回20名（先着順／要事前申込）

料金：	1,000円

［関連企画］
末冨綾子公開制作
明倫茶会に先駆けて、画家・末冨綾子の公開
制作を実施。
日時：	4月20日（木）－29日（土・祝）

	 11:00－17:00
※会期中無休・入場無料
会場：	ミーティングルーム2

トークイベント
吉岡洋と末冨綾子がゲストとともにトークイベ
ントを行います。

日時：4月20日（木）17:00－18:30
登壇：吉岡洋、末富綾子

日時：4月22日（土）17:00－18:30
ゲスト：吉川左紀子（認知心理学者、京都大学こ

ころの未来研究センター長）

日時：4月25日（火）17:00－18:30
ゲスト：中原豊（中原中也記念館館長）

会場：ミーティングルーム2
定員：各回30名（先着順／要事前申込）

※Topic04（P4）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program 2016 
/ Contemporary Dance
素我螺部ワークショップ&ショーイング
ダンスグループ「素我螺部」によるワーク
ショップの後、その成果をショーイング形式
で発表。
日時：	3月27日（月）

　　　［ワークショップ］17:30－19:30
　　　［ショーイング］   20:30－21:30
会場：	講堂
講師：	素我螺部
料金：［ワークショップ参加］
	 　予約1,000円／当日1,500円
　　　［ショーイング観覧］500円
※ワークショップは、年齢・経験不問
※動きやすい服装でお越しください

京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル 2017 
国際的に活躍する振付家、ダンサーらを講
師として招聘。ビギナーからプロのダンサー
まで様々なレベルのクラスを設けたワーク
ショップ。受講者以外にもオープンな成果発
表等のプログラムも開催します。

日程：	4月14日（金）－5月7日（日）

会場：	講堂、フリースペースほか
講師：	アビゲイル・イェーガー、フランチェスコ・

スカベッタ、カティア・ムストネン、坂本
公成、森裕子、イスマエラ（石井丈雄）、
チョン・ヨンドゥ、パウラ・ロソレン、エ
リック・ラムルー、森井淳、秋津さやか

※ワークショップ各クラスの詳細と日程、料金について
は、京都芸術センターのウェブサイトをご覧ください

［ショーイング］
チョン・ヨンドゥ 
日時：	4月27日（木）19:00－20:30 
会場：	フリースペース 
エリック・ラムルー 
日時：	5月7日（日）20:00－21:30 
会場：	講堂 
※入場無料・申込不要

※Topic02（P4）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

THE ROB CARLTON
「芝居でコミュニケーション」
日常におけるコミュニケーション能力を高める
ために、『芝居』を通して「初めて会った人と仲
良くなってみよう」というワークショップです。
一緒に頭や身体を使って大いに遊びましょう！
日時：	4月15日（土）14:00－15:30
会場：	制作室5
定員：	10名
対象：	どなたでも
※動きやすい服装でお越しください

NPO劇研ユバチ「創作するための心身
トレーニングを体験する」
俳優自らが創作に関わって作品を作る手法

「デバイジング」をもとに、創作にとって必要
な心身のトレーニングを一緒に体験しましょう。
日時：	4月19日（水）19:00－20:30
会場：	制作室7
対象：	中学生以上（演劇経験不問）

定員：	12名
持物：	飲み物
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

第27回京都フランス音楽アカデミー
指揮者特別集中講座
楽曲分析、スコアの準備、オーケストラでの実践演習
等、初めて指揮を学ぶ方から経験者まで幅広く対応。
日時：	3月28日（火）－31日（金）10:30－18:00
会場：	講堂
講師：	ヤニック・パジェ（指揮者、作曲家）

※プログラム詳細と料金はウェブサイトをご覧ください
主催・問合せ：京都フランス音楽アカデミー実行委員会
　TEL：075-761-2114
　WEB：http://academie.institutfrancais.jp/

KYOTO DANCE WORKSHOP
日時：	4月2日（日）－4日（火）

会場：	講堂、フリースペース
講師：	マーティン・フリードマン、イネッサ・プ

レハノワ、島崎徹
※ワークショップ各クラスの詳細と応募状況について

は京都芸術センターのウェブサイトをご覧ください
主催：	全京都洋舞協議会
問合せ：京都芸術センター
　TEL：075-213-1000

K ACセレクション

談スシリーズ vol.2 『忘れろ／ボレロ』を
噛み砕く音楽とダンスの関係性の考察
言葉とダンスが融合された新感覚なスタイル
で『ボレロ』に挑みます。
日時：	4月8日（土）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
振付・出演：大植真太郎、柳本雅寛、辻本知彦、

平原慎太郎
料金：	前売2,500円／当日3,000円
	 小学生以下500円 ※2歳以下入場不可

主催・問合せ：C/Ompany
　E-mail：cslash.production@gmail.com

制作支援事業

劇団飛び道具『アルト 旧蛍編』
子を産めなくなる病「アルト」を巡る会話劇。新
たな命に関わる人 の々葛藤と選択を描きます。
日時：	4月7日（金）14:00／19:00
	 8日（土）14:00／19:00
	 9日（日）14:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	2,500円（前売・当日共）

問合せ：劇団飛び道具
　TEL：090-6234-7279（大内）

　E-mail：alt@tobidougu.jp
　WEB：http://tobidougu.jp

支援内容：
・	滞在期間中（3ヵ月以内）の宿泊場所の

提供
・	制作場所の提供
・	居住地から関西国際空港または大阪

国際空港までの往復航空券
・	制作費として1件につき（個人・グループ

問わず）10万円（内税）の補助
・	広報協力
・	アートコーディネーターによるサポート
応募受付期間：4月1日（土）

　　　　　　　　－6月30日（金）〔必着〕

詳細は京都芸術センターで配布中
の募集要項および応募用紙をご確
認ください。ウェブサイトからもダウ
ンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を
記入の上、必要書類とともに同セン
ターまで送付または持参（持参の場合

は締切日の20時まで）。

東アジア文化都市2017 京都
－アジア回廊－「現代美術展」
インターン募集
大規模国際展の現場でアートマネジメ
ントを学びたいインターンを募集します。
キュラトリアルコースと広報コースあり。
活動期間：3月下旬－10月末
展覧会開催期間：8月中旬－10月中旬
締切：4月30日（日）〔消印有効〕

※研修詳細は公式ウェブサイトをご覧ください
応募方法：下記リンクの応募フォームか

ら必要事項を記入し送信、また
は応募用紙をダウンロードの上、
下記まで郵送

WEB：https://www.kac.or.jp/20566/
応募先：東アジア文化都市2017京都 

実行委員会 現代美術部門担当 
インターン係
〒604-8156 京都市中京区室町
通蛸薬師下る山伏山町546-2
京都芸術センター内

E-mail：art_info@culturecity-kyoto.com

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭 2017
インターンシップ募集
10月14日（土）－11月5日（日）に開催す
る京都発の国際舞台芸術祭「KYOTO 
EXPERIMENT」の運営事務局でのイン
ターンシップを募集します。
研修期間：6月中旬－12月中旬
締切：	5月5日（金･祝）〔消印有効〕

研修コース：舞台芸術祭の準備期間か
ら終了までの運営等に携わる長期実
践型プログラムです

　Ａ.事務局運営コース
　Ｂ.舞台技術コース
　Ｃ.広報宣伝コース
※会場受付･監視･アテンド等のサポートス

タッフ（ボランティア）、および短期インターン
シップは、6月より別途募集開始予定

応募資格・応募方法・応募先：
公式ウェブサイト(www.kyoto-ex.jp)より
ご確認の上ご応募下さい

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
TEL：075-213-5839（受付時間：平日11:00-17:00）

E-mail：info@kyoto-ex.jp

第36期制作室使用者募集
芸術家の活発な創作活動を支援するた
め、造形および舞台芸術作品の制作を
行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2017年10月1日（日）

　　　　　－2018年3月31日（土）

使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヵ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動

を展開していること
・	制作した作品を京都芸術センター以外の

場で発表する具体的な計画があること
・	市民との交流に対して意欲的であること
・	明倫ワークショップの実施
・	毎月実施の制作室連絡会への参加
締切：	3月31日（金）〔必着〕

KAC Performing Arts Program / 
Contemporary Dance 2017
国際共同製作『RE/PLAY DANCE 
Edit』 ワークショップ・オーディション
参加者募集
多田淳之介の演劇作品『再／生』をもと
に、カンボジア・日本・シンガポール3か国の
アーティストがダンス作品として共同創作。
日程：	5月8日（月）－10日（水）

クリエーション・公演期間：11月16日
（木）－26日（日）

会場：	講堂
対象：	ダンサー、振付家
締切：	5月5日（金・祝）〔必着〕

主催：	京 都 芸 術 センタ ー 、特 定 非
営利活動法人Offsite Dance 
Project、RE/PLAY Dance Edit
実行委員会

トラディショナル・シアター・トレー
ニング（T.T.T.）2017 受講生募集
T.T.T.は、舞台芸術に携わる方を対象と
した3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：	7月18日（火）－8月8日（火）

応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術
に関わる表現活動もしくは研究
活動を行っている方。原則として、
オリエンテーションから発表会ま
でのすべてのスケジュールに参
加できる方。伝統芸能を積極的
に学ぶ意欲のある方。国籍・年
齢・性別は不問

定員：	24名（能・狂言・日本舞踊 各コース8名

程度）

受講料：一般90,000円／学生85,000円
		  ※その他割引あり
締切：4月30日（日）〔必着〕

アーティスト・イン・レジデンス
プログラム2018
パフォーミング・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアー
ティスト・イン・レジデンスプログラム。
2018年度はパフォーミング・アーツ分野
から募集します。
滞在期間：2018年4月1日（日）

　　　　　－2019年3月31日（日）

		  （3ヵ月以内）

応募資格：
・	パフォーミング・アーツ分野の新進芸

術家または研究者で、京都に滞在し制
作・調査研究などを行う理由が明確な
方。国籍不問

第246回市民狂言会
日時：	6月9日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：昆布売、蛸、左近三郎、狐塚
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、

千五郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：457-176）

※4月1日（土）より販売
※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン

ターにて取扱

平成29年度 市民狂言会
年間席札販売
公演日：6月9日（金）、8月9日（水）、12月

8日（金）、2018年3月2日（金）

会場：	京都観世会館（左京区）

料金：	8,000円（全4回分）限定100枚
※お一人様2枚まで。完売次第終了

京都芸術センターにて4月1日（土）より販
売。年間を通して各回前売券をご購入い
ただくよりも安くなります

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999
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リーン

EAN I
イシューズ

SSUES』（4/15－5/14）

京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル 2017 （4/14－5/7）

明倫茶会 「共通感覚論」 ［関連企画］末冨綾子公開制作

明倫茶会 「共通感覚論」
［関連企画］トークイベント

明倫茶会 「共通感覚論」
［関連企画］トークイベント

明倫茶会 「共通感覚論」
［関連企画］トークイベント

［共催］KYOTO DANCE WORKSHOP

『LEAN ISSUES』
［関連企画］オープニング・パフォーマンス&パーティー

『LEAN ISSUES』
［関連企画］キュレーター&アーティスト・トーク

［明倫WS］NPO劇研ユバチ
「創作するための心身トレーニングを体験する」

［明倫WS］THE ROB CARLTON「芝居でコミュニケーション」

明倫茶会 「共通感覚論」

KACセレクション
談スシリーズ vol.2 『忘れろ／ボレロ』を噛み砕く音楽とダンスの関係性の考察

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726
fri sat sun sun sunfrisunthu thusat

302928
tuemon mon mon monwed wed thu fri frithusat satwed wedtue tue tuesunsat

現代音楽を専門とするアンサンブル・ノマドの演奏を

聴いた。プログラムの前半は、カミーユ・サン＝サーン

スの組曲「動物の謝肉祭」（ノマド版）。原曲は14曲だが、

ノマド版には、動物にちなんだ他の作曲家による作品

が挿入され、全20曲からなる。生きた動物を音で描くこ

とは、演奏者に想像力だけでなく、高度な技量、身体

能力、繊細な聴覚を要求するであろうが、結成20年を

迎えたアンサンブル・ノマドの演奏は、われわれの想

像力を大いに刺激し、そこにいないはずの動物たちを

次 と々登場させた。

迫力あるクレッシェンドとディミヌエンドは、ライオン

の群れが目の前を練り歩いているようである（第1番）。

ざわめく森の奥の聞こえてくるカッコウは名演（第9番）。

木ノ脇道元編曲の「白鳥」（第13番）は、水面が光の屈折

によって何色にも変化を見せた。パスカル・ザヴァロに

よる「絶滅動物」の、ヴァイオリンとチェロによる神秘的

な不協和音に筆者は固唾を飲んで聞き入った。

躍動感溢れる野生動物に対して、人間はなんと窮屈

で堅物な生物なのか！「ピアニスト」（第11番）では、ひた

すら大きな音で「わざと」非音楽的に演奏したことが作

品の本質を鋭く突いて好演だった。

プログラムの後半は、現代曲が3曲。ジョン・ケージ

の「居間の音楽」は、舞台をリビングルームのように

先日、勤務先である近畿大学の女子大生に「zineの作

り方を教えてください」という相談を受けた。「チェキ」や

「写ルンです」がリバイバルしているのと同様に、自費

出版の小冊子であるzineも、デジタルネイティブ世代に

は新鮮なファッションアイテムとして一般に浸透している

ようだ。そんなzineを中心に据えた、メキシコの現代美

れたzineやポスターなどが中心に展示され、加えて、ク

ラテルのスタジオでの滞在制作経験がある松本力の作

品なども紹介された。小さな展示スペースにぎっしりと

作品が詰め込まれた様子は、まるでメキシコのスタジオ

の一部とつながっているような熱量を感じさせた。作品

の多くは、デザインやイラスト、グラフィティのようで、い

わゆる“現代美術作品”を期待すると拍子抜けするかもし

れない。しかし、単体のアウトプットを作品と捉えるので

はなく、これらの集合体、そして、スタジオで起こる事象

を含めた運動の総体が、クラテルの作品なのだ。その意

味で本展はこのコレクティブの「出版と運動」という背骨

を、日本に正しく紹介したと言えるだろう。企画者の内

山幸子氏によれば、今後、クラテルを大阪に招聘し、滞

在制作を行う予定があるという。彼らの運動の円環は、

関西のシーン―冒頭の女子大生を含めた―にどう

波紋を広げるだろうか。

「コーペラティバ・クラテル・インベルティド」は、直訳す

れば「あべこべクレーター協同組合」を意味する。「衝突

で生まれたクレーターを反転させる」彼らは、トランプが

術集団コーペラティバ・クラテル・インベルティド（以下、ク

ラテル）の展覧会につけられたタイトルは「出版と運動」。

自費出版がもはやファッションとなった現代においては、

時代錯誤的に硬派なタイトルかもしれない。しかし、パン

クのファンジン（同人誌）にルーツを持つzineは、本来的

には「運動」なのだ。

クラテルは、現代美術という領域やコミュニティを超

えて協働する活動として、国際的に注目されている20～

30代の11人のメンバーによるアーティスト・コレクティブ

だ。自国内での展覧会はもちろん、ベネチアビエンナー

レ（2015）や光州ビエンナーレ（2016）などの大規模国際展

でも作品を発表している。メキシコシティにある同名の

スタジオに、政治や文化、環境問題といった社会的テー

マについて対話する場をひらき、そこで生まれたコンセ

プトを作品として発表している。なかでも、ブラックボッ

クス的なデジタルツールでの作業ではなく、見て触れら

れるアナログな輪転機を使ったzineの出版は彼らの活

動の軸となっている。

日本初となる本展では、このようなプロセスでつくら

大統領になった今、アメリカとメキシコの間の衝突をど

のように作品化するのか。遠い国の話ではなく、私たち

自身の問題として捉える想像力を持って、そして、今後

の協働を心待ちにしながら注目していきたい。

アンサンブル・ノマド 21世紀の「動物の謝肉祭」
1月29日（日）

滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 中ホール（滋賀県大津市）

コーペラティバ・クラテル・インベルティド「出版と運動」
1月28日（土）－2月25日（土）

Calo Bookshop and Cafe（大阪市西区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　4 / 1 ▲ 4 / 30

図書室休室日：4月28日（金）

目に見えないものを
空想する喜び

紙と運動と私（たち）

音楽

美術

筒井はる香

後藤哲也

仕立て、身体や言葉や身の回りにある日用品を使っ

て演奏するというもの。その着想に興味がそそられた

が、楽器を使わずに演奏すること自体、今日ではそう

珍しくない。1940年に書かれたケージ作品の斬新さ

を現代においてどのように解釈するかは、今後、課題

となるだろう。日常音や雑音に耳を集中させるために

は、広いホールより親密な空間の方が向いているの

ではないか。

次の武満徹の「海へ」は、ギターとアルト・フルートと

いう独自の編成で書かれ、絵画に喩えるなら水墨画の

ような、極限まで洗練された音づかいが魅力的だった。

前曲の「居間」の舞台装置のままで演奏されたのは、微

細に変化する音色に注意を傾ける感覚を、聴衆に再び

喚起させるためだったのだろうか？

最後は、アルゼンチン出身で、ロンドンで活躍する

作曲家アレハンドロ・ビニャオによる「リズムの手帳」。

マリンバが中心となって、音楽が進んでいく。ドビュッ

シーのオーケストラ作品の旋律やパキスタンに古く伝

わる民謡が引用されているらしいが、旋律を追って聴

いてもなかなか実像を掴めない。「現代音楽って難し

い」と感じたが、その反面、謎を深く探りたくなるような

魅力のある作品とも言えるだろう。

つついはるか／同志社女子大学非常勤講師ほか●持続可能な都市を創
るプランナーの方にインタビューする機会がありました。「答えはまだ見つ
からないが、仮説を沢山作っている」との発言に共感しました。一つのテー
マを追究することは、生きる原動力となると思うからです。

ぴんくちていじんさんごう／演出家●マーティンスコセッシ監督「沈黙―
サイレンス」（遠藤周作原作）を観ました。宗教というものに対する考え方が
180度変わりました。オススメです。

ごとう てつや／近畿大学文芸学部講師・デザイナー●「紙」と言えば、美
術家の植松琢麿と林勇気、学芸員の小林公とのユニット「あなたがほし
い」で同名のアートブックを昨年末出版しました。一部書店・ギャラリーで
販売中です。

ユバチとはNPO劇研の若手俳優の育成事業の一環

として結成されたプロジェクトチームである。このプロ

ジェクトで最も大きな特徴は演出家の不在である。参

加者である7名、小川晶弘、前田愛美、柳泰葉、ザキ

有馬、菅一馬、澤雅展、飯坂美鶴妃（上演順）はそれぞ

れ何もないところから自分でコンセプトを考え、一人

当たり約10分の作品を作らなければならない。「台本

もなく自作自演で作るので、何度となく壁にぶつかり

作っては崩した」（パンフレット引用）、その過程は容易く

なかったことだろう。

7つの作品を並べると面白いことが浮かび上がって

くる。『オーバーフロウ』『幽霊』『光の叫び』『懺悔の手

紙』『御食事』『くさび』『解放』…私が注目したのは、描

かれていることはそれぞれ違うものの、実はほとんど

の作品に「具体」的な場所がなく、一体どこに俳優が

立っているのかわからない「抽象」的な枠組みによっ

て作られているという点だ。そしてさらにほとんどの

作品が「抽象」的な枠組みの中で生きることの苦しさ

や生まれてきたことへの懺悔等、つまり言葉にならな

い「抽象」を描こうとしている。彼らはどうして「抽象」で

「抽象」を描こうとするのだろうか。

そんな中、『解放』には「具体」的な枠組みと「抽象」

的な枠組みが同居している。冒頭、女はカバンに衣服

を詰めている。ナレーション（録音）で女は言う。「私は

自分のことが嫌いです」。見事な導入だと思う。女の

散らかった家がはっきり見えるし、彼女は今まさに荷

造りを終えて、誰も自分を知らない所へ行こうとして

いることがわかる。さらにナレーションというのも効果

的だ。それは女が自分を俯瞰していることを意味して

ユバチ♯2 『点と線』
2月21日（火）－22日（水）

アトリエ劇研（京都市左京区）

演出家の不在でみえる
俳優の役割

演劇

ピンク地底人3号

おり、すなわちその目線は我々受け手の目線と同じで

ある。女は電車に乗って街へ出る。ここまで非常に「具

体」的に言葉にならない女の心情、「抽象」を描いてい

る。しかし唐突に音楽に合わせて踊りが始まり、あっ

という間にそこがどこだかわからなくなる。枠組みが

「抽象」化され、女は自分の言葉にならない「抽象」に

入り込んでしまう。それは今まで築き上げてきた受け

手目線（演出家視点）の放棄に他ならない。

『御食事』は唯一「具体」的な枠組みのみで作られて

いる。カップルを隔てる長いテーブル、真っ白なテー

ブルクロス、ウェイターがグラスにボトルを傾けると、

浮かび上がってくるのは炭酸の泡、さらにキラキラと

光るナイフが床に落ちる。そこは確かに我々の知って

いるレストランである。そんな中、カップルは、ぴ、と

か、ぽ、とか、一音だけで微笑ましく会話をする。何

を言っているのかはわからないがはっきりと二人の言

葉にならない楽しさ、「抽象」が受け手である我々に伝

わってくる瞬間だ。この作品だけ自然と客席から笑い

声が漏れたのはたぶん偶然ではない。

全ての作品を観劇後、私の頭にある仮説が浮かび

上がった。それは演出家の不在は「具体」性の欠如を

意味しているではないかということである。別の言い

方をすると、もし演劇を作り手と受け手のコミュニケー

ションの場と仮定するなら、枠組みを「具体」的にす

る作業こそ演出家の役割なのではないか、さらにい

うと俳優は例え演出家がいようがいまいが自分自身を

「具体」化することで初めて舞台に立つことができる

のではないか、そんなことを考えた。
（2月22日14:00の回観劇）

写真提供：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
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展覧会『LEAN ISSUES』
会期： 4月15日（土）－5月14日（日）
 10:00－20:00
  ※入場無料・会期中無休
会場： ギャラリー北・南、和室「明倫」ほか
出品作家：ペルニレ・カッペル・ウィリアムズ、

マッズ・リンドベリ、バンク アンド ロウ、
トルベン・リベ、トゥミ・マグヌッソン、
ヤコブ・キルケゴー、モリー・ハスルン
ド、トルビヨン・ベックマン、ヘンリック・
メンネ、トーベ・ストルク

※イベント情報（P2）もご覧ください。

京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル2017

L
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TO P I C  02

TO P I C  03

「京都国際ダンスワークショップフェスティバ
ル」は、国内外の講師を通じて、様々な

コンテンポラリーダンスの技術と情報を交換する、
またとない機会として広く知られています。ワーク
ショップとともに各講師によるオーディションを通
して、さらに多くのダンサーを輩出する機会につ
ながることを目指しています。

今年のテーマは「INTER-ACTION!!（相互作用）」。
「学ぶ」という一方向の回路ではなく、発信し交
感することに重心を置き、フェスティバルを展開し
ていきます。昨年までのクラス構成を踏襲しなが
らも、踊りのテクニックをステップアップさせたい
方、クリエイションや振付の手法を学びたい方、こ
れからダンスを学ぶ方など、それぞれのレベルに
応じてクラスを選択できるプログラムになっていま
す。また、ダンスを専門としない一般の方にも受
講できるビギナークラスや、おとなとこどもが共に
受講できるクラスも開講しています。

単に踊りを習うだけではなく、日本全国、そして
海外各地のダンサーとともにそれぞれの踊りや身
体の違いを発見していくことが、フェスティバルの
醍醐味です。クリエイションのクラスでは成果発表
のショーイングも予定しており、ワークショップを
受講しない方も鑑賞できます。様 な々ダンスのエッ
センスを味わえるフェスティバルに、あなたも飛び
込んでみませんか。

─タイトルにある「LEAN（リーン）」とは工業に
おける生産システムの一種で、美術ではあまり
聞かない言葉ですね。なぜこの展覧会を「LEAN 
ISSUES」と名付けたのでしょうか。
　よく知られているように、デンマークの19世紀後

半におけるアートや工芸、20世紀半ばにおけるデ

ザインは、日本文化の影響を大きく受けています。

しかし、今回の展覧会で私たちは、デンマークと

日本が出会う場所を新たな視点で探したいと考え

ました。現在のふたつの文化に共通し、影響を与

えているものを、皮肉めいて表現できないものだ

ろうか。そう考えていた時にトヨタイズムという言

葉に出会いました。そして突然、この展覧会にこ

の言葉が有効なのではないか、と思ったのです。

　トヨタイズム=リーンはグローバリズムという物

語の始まりでもあります。リーンはかつて、そして

今もマネジメント、工業生産の分野では世界のど

こでも通用する重要な理論です。アートワールド

も、マーケットの一部であろうとすれば効率的な

生産、生産方式が必要不可欠になる、という点で

は同様です。しかし、例えばリーンをムダやムラ、

ムリに対する理論であるという点に焦点を当てな

おすと、リーンはエネルギー浪費を抑止する理論、

ということもできます。アートは他の産業と同じ生

産ルールを適用しない。この展覧会がそれを示す

場となるでしょう。

「わたしが見ている赤と、あなたが見ている赤

は、本当に同じ赤なのだろうか？」このよう

な問いは、古くから哲学の思考実験に用いられてきま

した。わたしたちはあるモノについて話すとき、誰も

が同じようにそのモノを観て、感じ、理解しているよう

に考えがちです。しかしあらためて考えてみると、わ

たしたちはそれぞれ、まったく別の存在として、自身

の感覚の世界を生きています。

末冨綾子は若くして画家としての頭角をあらわしな

がら、そのキャリアの半ばで視力を失いました。しかし

彼女は視力の低下とともに自らの制作方法を変容さ

せ、精力的に創作活動を行っています。彼女は盲目と

なった現在も、自身の感覚のなかでははっきりとした

色のイメージを持って制作しており、実際に彼女の作

品はみずみずしい色を帯びています。

今回は、末冨の10日間にわたる公開制作を経ての

茶会を開催します。哲学者の吉岡洋による案内のも

と、末冨の作品とお茶を楽しみます。わたし自身のも

のでしかない感覚をもとに、わたしたちはどのような

味を、ともに楽しむことができるのでしょうか。

4月中旬からゴールデンウィークにかけて、京都芸術セン
ターにて国内最大級のコンテンポラリーダンスのワーク
ショップフェスティバルを開催し、世界各国の講師による
充実したプログラムを展開します。ここ京都に日本中の
ダンサーたちが集結します！

今年は日本とデンマークの国交樹立150周年にあたり、
両国で多彩な交流イベントが開催されています。京都芸
術センターでは、デンマークを拠点に活動するアーティ
スト10組によるグループ展を開催します。企画者である
キュレーターのトーマス・アンダーソンとトルビヨン・ベッ
クマンに展覧会について聞きました。

芸術、学術、産業など、各分野で活躍する方が席主となって
お客様との一期一会を演出する明倫茶会。席主それぞれが
趣向を凝らしてお客様をお迎えするこの茶会は、現代の文化
芸術を再発見する機会となっています。
今回は、京都大学こころの未来センター特定教授の吉岡洋
氏の企画による、画家の末冨綾子氏の公開制作をふまえた
茶会を開催します

今回は「INTER-ACTION!!」のテーマに基づき、世界各地で活躍
する、過去のフェスティバル参加者がワークショップを開催するこ
とも特徴のひとつです。世界に羽ばたいた受講生は、どんな新た
な刺激を持ち帰ってくれるのでしょうか。

谷竜一（アートコーディネーター）

「リーン生産方式」や「トヨタ生産方式」。ムダを徹底的に排除して効
率性を追求した生産方式には功罪あることが近年浮き彫りになっ
ています。流行の断捨離やミニマルライフについて考えています。

勝冶真美（プログラムディレクター）

「常識的な判断」というとき、そこに含まれる無難さの意味合いは、ときに
は退屈と同義でもあります。もしかしてお茶会独持の緊張感は、わたし
たちが共有している退屈さを転回し、再設定したものなのでしょうか。

谷竜一（アートコーディネーター）
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共通感覚論
明倫茶会

明倫茶会「共通感覚論」
日時：4月30日（日）11:00／14:00／15:00／16:00
会場： ミーティングルーム２
席主： 吉岡洋（哲学者、京都大学こころの未来研究

センター特定教授）、末冨綾子（画家）
内容： 煎茶とお菓子
定員： 各席20名（要事前予約、先着順）
料金：1,000円

［関連企画］
末冨綾子公開制作
明倫茶会に先駆けて、画家・末冨綾子の公開
制作を実施。
日時： 4月20日（木）－29日（土・祝）
 11:00－17:00 ※入場無料
会場： ミーティングルーム2

トークイベント
吉岡洋と末冨綾子がゲストとともにトークイベ
ントを行います。

日時：4月20日（木）17:00－18:30
登壇：吉岡洋、末富綾子

日時：4月22日（土）17:00－18:30
ゲスト：吉川左紀子（認知心理学者、京都大学こ

ころの未来研究センター長）

日時：4月25日（火）17:00－18:30
ゲスト：中原豊（中原中也記念館館長）

会場：ミーティングルーム2
定員：各回30名（先着順／要事前申込）

※イベント情報（P2）もご覧ください

末冨綾子 （すえどみ あやこ）
高校時代、４０歳で失明すると宣告されるが、自覚症状はなく美大に進
学。８６年武蔵野美術大学卒業、８８年同大学院修了。卒業制作・修士
制作とも首席。フランス政府給費留学生試験に合格し、パリ国立高等
美術学校、パリ国立装飾美術学校で絵画、壁画を研究。 視力が低下
し始めるが、同様に視力低下時に製作したドガやマチス、棟方志功等
を研究し、自らの製作方法も変化する。失明後も国内外で作品を発表。
近作は宇部市常盤動物園に設置したレリーフ壁画。パソコンで盲人用
音声ソフトを利用し『朝日新聞』『点字毎日』にエッセイを執筆・連載。

吉岡洋 （よしおか ひろし）
京都大学文学部・同大学院修了。甲南大学、情報科学芸術大学院
大学(IAMAS)を経て、現在京都大学こころの未来研究センター特
定教授。著書に『情報と生命』（新曜社、1993年）、『〈思想〉の現在形』

（講談社、1997年）など。京都芸術センター発行の批評雑誌『Diatxt.』
(ダイアテキスト)1～8号の編集長、「京都ビエンナーレ2003」の総合
ディレクターをつとめた他、「SKIN-DIVE」展(1999)、「京都ビエン
ナーレ2003」、「大垣ビエンナーレ2006」などの展覧会を企画。映像
インスタレーション作品「BEACON」プロジェクトチームメンバー。

PROFILE

席主からひとこと
友人の画家末冨綾子さんと 、明倫茶会「共通感覚
論」を催します。趣向は美術と哲学です。共通感覚と
いうのは、「常識」と訳される英語の「コモンセンス」
が元々持っていた意味で、人々に共通の感覚、また
五感に共通する感覚を意味します。それは、当たり前
のものではありません。「そんなの常識だろ！」と迫るの
は、いわば共通感覚を無理強いしていることになりま
す。それでは、静かにお茶を共にする時には、世界は
どんな風に変わるでしょう？ （吉岡 洋）

京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル 2017 
国際的に活躍する振付家、ダンサーらを講師と
して招聘。ビギナーからプロのダンサーまで様々
なレベルのクラスを設けたワークショップ。受講
者以外にもオープンなプログラムを開催します。
日程： 4月14日（金）－5月7日（日）

会場： 講堂、フリースペースほか
講師： アビゲイル・イェーガー、フランチェス

コ・スカベッタ、カティア・ムストネン、坂
本公成、森裕子、イスマエラ（石井丈雄）、
チョン・ヨンドゥ、パウラ・ロソレン、エ
リック・ラムルー、森井淳、秋津さやか

※ワークショップ各クラスの詳細と日程、料金について
は、京都芸術センターのウェブサイトをご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

Molly Haslund《ISLANDS/ Shewing Spitting》 (2016)
Little Berlin, Philadelphia USA

Photo by Sharon Koelblinger

Aerobics! Ein Ballett in 3 Akten by Paula Rosolen
©Laurent Philippe

©末冨綾子
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


